
                                                        

 見積単価の公表について  

天理市で発注する土木工事において、見積や刊行物より積算者が工事ごとに設定した

単価等は、公告時に、積算参考資料として採用単価を公表する。 

但し、以下のものは公表しません。 

●物価資料等、市販の刊行物により採用した単価(規格は公表)。 

●公表することにより見積先の事業者が容易に特定され、事業活動に支障を及ぼすな

ど、事業者の権利、競争上の地位その他正当な利益を害するおそれがないもの。 

●見積先が１社しかなく見積先より公表の同意を得られていないもの。 

（資料①、資料②の様式参照） 

 

 ASP 方式（情報共有ｼｽﾃﾑ）の運用について  

天理市で発注する土木工事・設計業務委託等において、資料③【天理市「情報共有シ

ステム」利用試行要領】に基づき、運用を開始する。 

 

 



3 処分費 土砂 処分費 1,400 円/m3 T

4 処分費 幹(木質バイオマス利用) 見積採用単価 -2,500 円/m3 9

1 / 1 天理市

項番 名称 規格・条件 単価区分 採用単価
管理費
区分

備考

1 アンカーボルト L型・ナット付　M12×200 物価資料 － 円/本 0

2 金網

積 算 参 考 資 料
本参考資料は、入札参加者の適正かつ迅速な見積に供するために、発注者が予定価格を算出する際の積算単価等を参考までに示した資料であり、建設工事請負

基準約款第１条にいう設計図書ではない。

従って請負契約上の拘束力を何ら生じるものではなく、受注者は施工条件等を十分に考慮して、仮設、施工方法、安全対策等の工事目的物を完成させるために

必要な一切の手段については、受注者の責任において定めるものとする。

建設物価

積算資料

鹿止金網　亜鉛2種ﾒｯｷ　φ2.0　40×40×30 見積採用単価 1,220 円/m2 0

【 見 本 】

資料①



0.52 人

諸経費(率) 率 6 ％ 労務費合計の6％

積 算 参 考 資 料
本参考資料は、入札参加者の適正かつ迅速な見積に供するために、発注者が予定価格を算出する際の積算単価等を参考までに示した資料であり、建設工事請負

基準約款第１条にいう設計図書ではない。

従って請負契約上の拘束力を何ら生じるものではなく、受注者は施工条件等を十分に考慮して、仮設、施工方法、安全対策等の工事目的物を完成させるために

必要な一切の手段については、受注者の責任において定めるものとする。

1 / 1 天理市

項番 工種等 名称 規格 採用数量 単位 備考

1
伐倒
　22cm以上28cm未満
（100本当り）

特殊作業員 0.52 人

普通作業員

【 見 本 】

資料②



                                          資料③   

天理市「情報共有システム」利用試行要領  

（目的） 

第１条  本要領は、天理市で発注する土木工事・設計業務等において、  

ASP 方式の情報共有システムの利用に関し、必要な事項を定めるもの   

とする。 

 

（対象工事・業務） 

第２条  ASP 方式の情報共有システムの対象は、天理市において発注す  

る土木工事・設計業務等（以下「対象工事等」という。）とする。  

 ※ASP 方式：実施処理プログラムを提供している接続業者が、運用  

・管理等を行うアウトソーシング（外注委託）による方式  

※土木工事：「土木工事標準積算基準書  奈良県県土マネジメント 

部」又は「下水道用設計標準歩掛表  日本下水道協会」「土地改良  

工事積算基準  農林水産省」（建築・建築設備に係る歩掛を除く）  

に基づいて積算する工事  

※設計業務等：「設計業務等標準基準書  奈良県県土マネジメント 

部」又は「土地改良工事積算基準（調査・測量・設計）  農林水  

産省」に基づいて積算する業務  

 

（利用の開始） 

第３条  土木工事の場合、受注者が情報共有システムの利用を希望す  

る場合は、発注者に情報共有システムの利用に係る協議書（様式１）  

を提出し、発注者がその協議内容に同意し指示することにより利用  

を開始することができる。 

 また、設計業務等では打ち合わせ時に協議し、その結果を打合せ簿  

に残すこととする。 

 



（利用できるシステム） 

第４条  利用できる情報共有システムは、下記のシステム要件に合致  

するシステム事業者の中から受注者が選択する。システム利用登録  

や利用料支払い等の手続きは、受注者とシステム事業者とが直接行  

う。ただし、システム要件のうちオンライン電子納品機能は除く。  

 なお、改定されているものがあれば、直近のものに読み替えること  

とする。 

＜土木工事＞ 

 ・工事施工中における受発注者間の情報共有システム機能要件  

（Rev.5.7）【要件編】R7.3 国土交通省（国土技術政策総合研究所） 

・工事施工中における受発注者間の情報共有システム機能要件  

（Rev.5.7）【解説編】R7.3 国土交通省（国土技術政策総合研究所） 

＜設計業務等＞ 

 ・業務履行中における受発注者間の情報共有システム機能要件  

（Rev.1.7）【要件編】R7.3 国土交通省（国土技術政策総合研究所） 

・業務履行中における受発注者間の情報共有システム機能要件  

（Rev.1.7）【解説編】R7.3 国土交通省（国土技術政策総合研究所） 

※機能要件への対応状況については、国土技術政策総合研究所の  

下記のページにて公開されている。 

  http://www.cals-ed.go.jp/jouhoukyouyuu_taiou/ 

 

（システム利用料） 

第５条  土木工事における情報共有システムの利用に関する費用（登  

録料及び利用料等）は、共通仮設費率計上分（技術管理費）に含まれ  

ている。 

 また、同様に設計業務等の情報共有システムの利用に関する費用  

は、直接経費率計上分に含まれるとする。 

 

 



（設計図書への明示） 

第６条  特記仕様書において、別紙のとおりに記載することとする。  

＜工事の場合＞ 

  （情報共有システムの利用） 

   本工事で、ASP 方式の情報共有システムの利用を希望する場合は、  

情報共有システム利用に係る協議書を監督職員に提出し、利用の  

同意を得ることとする。 

（１） 使用するシステムは、監督職員と協議の上、国土交通省が示  

す「工事施工中における受発注者間の情報共有システム機能  

要件」に準拠しているシステム事業者を受注者が選択する。  

（２） システム利用に係る一切の費用は共通仮設費率分に含まれてお

り、システム利用登録や利用料支払等の手続きは受注者とシステ

ム事業者が直接行うこととする。 

 

＜設計業務等の場合＞ 

  （情報共有システムの利用） 

   本業務で、ASP 方式の情報共有システムの利用を希望する場合は、  

情報共有システム利用に係る協議書を調査（監督）職員に提出し、利用

の同意を得ることとする。 

（１） 使用するシステムは、調査（監督）職員と協議の上、国土交  

通省が示す「業務履行中における受発注者間の情報共有システ

ム機能要件」に準拠しているシステム事業者を受注者が選択する。 

（２） システム利用に係る一切の費用は直接経費率計上分に含まれる

ものとする。システム利用登録や利用料支払等の手続きは受注

者とシステム事業者が直接行うこととする。 

 

   附  則  

 この要領は、令和８年４月１日から施行する。 



□指示 □通知

      令和   　年   　月   　日

発 議 事 項 ■協議 □提出

 発 議 者 □ 発注者

　　当該工事においては、特記仕様書第◎条に基づき、情報共有システムを利用したく考えます

（内 容）

■ 受注者  発議年月日

工  事  名 市道○○線　　○○工事（○○事業）

ので、協議します。なお、利用するシステムは「○○」とします。

処
　
理
　
・
　
回
　
答

添付図     　葉、その他添付図書

□ その他(      )□承諾

令和    　年   　月   　日

発
　
注
　
者

上記について  □指示 　 □承諾 　 □協議 　 □提出 　 □受理 　します。

               　　 □その他

受
　
注
　
者

上記について  □承諾 　 □協議 　 □提出 　 □報告 　 □受理　 します。

               　　 □その他

令和    　年   　月  　日

総 括
監督職員

主 任
監督職員

一 般
監督職員

現 場
代理人

主 任
（監理）
技術者

工 事 打 合 せ 簿

【様式1】

天理市「情報共有システム」利用試行要領

一 般
監督職員

 


